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2025年２月４日（火）ホテルマイステイズ新大阪にて、ＪＲ連合第 37回中央委員会が開催されま

した。当委員会において、杉原幹事(ＪＲ西労組)が青年・女性委員会を代表しＪＲ連合執行部へ発言

を行いました。 

発言の要旨は以下の２点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、ＪＲ連合第 37回中央委員会においては、中央委員の女性比率は 17.6％で、男女平等参画考

動目標を達成しています！（組織の女性比率 16.6％） 

 

つながり ～JR 連合に集う仲間の輪をさらに広げよう～ 

委員会宣言(案)を読み上げる 

李澤議長 

男女平等と更なる女性活躍の推進について １ 

～女性組合員の更なる参画～ 

役員などのお願いをする際、「女性が足りないから」でなく、「あなた

がいい」と、１人の組合員として能力や素質を見て判断してほしい！ 

～ＳＮＳの活用～ 

青・女では、労働組合を身近に、そして魅力を感じてもらうため、活

動紹介をＳＮＳでも行っている。「より多くの若い世代に分かりやすく」

伝えられるよう、更なる工夫を凝らし一緒に活動を行っていきたい！ 

発言を行う 

杉原幹事 

２ 民主化闘争について 

～組織拡大～ 

最大のレクであるユースラリーに、ＪＲ連合加盟関わらず歓迎する。

ＪＲ連合が持つ、多くの魅力に気づいてほしい！ 

なお、今年度のユースラリーは５月に滋賀県で開催予定。 

～民主化闘争を学ぶ～ 

 青・女においても、民主化闘争の歴史や現状を知る必要がある。学習

会など取り組みを進めていきたい。 


